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令和７年３月 2７日 

静岡県信用農業協同組合連合会 

 

 

「パーパスを起点としたサステナブル経営の実践に向けて」の策定について 

 

静岡県信連グループ（静岡県信連 代表理事理事長 吉田正吾）は、新たに「パーパス」を

設定し、これを起点としたサステナブル経営の実践計画を策定いたしましたので、概要につい

てお知らせいたします。 

 

 

１．パーパスを起点としたサステナブル経営 

不可逆的な変化の時代の中、私たち静岡県信連グループを取り巻く環境は、今後も複雑かつ加

速度的に変化していくと想定されます。 

このような状況のもと、私たちが農業・地域の持続的な成長・発展に寄与する組織として、ど

のような存在であるべきか「存在意義・志」を見つめ直し、これまでのビジョン“Agrigional 

Coordinator”を最上位概念の「パーパス」として再定義し、これを起点とした経営体系に改め

ました。 

また、“Agrigional Coordinator”として向き合うべき 「重要課題（=マテリアリティ）」は、

メガトレンドや外部要求事項を踏まえ、4 項目を再設定しました。加えて、この重要課題を解決

するために、私たちが中長期的にどのような姿になっているべきか「目指す姿（=ビジョン）」を

“Vision2030 ～食と農を未来へ～”として設定するとともに、2025 年度からの 3 年間を

実践期間とする“中期経営計画”「事業戦略（=ストラテジー）」は、現状を前提に組み立てる手

法（フォアキャスト）と目指す姿からバックキャストする手法を併用して策定いたしました。 

私たちは、“ Agrigional Coordinator ”として、私たちの事業活動を通じて、全て のステ

ークホルダーの皆さまの発展に貢献していくこと、そして、私たち自身も持続的に成長していく

ことができるよう、「パーパスを起点としたサステナブル経営」を役職員一丸となって着実に実

践してまいります。 

 

２．全体像 

別紙「パーパスを起点としたサステナブル経営体系」を参照ください。 

 

３．その他 

本件の詳細については、別添「パーパスを起点としたサステナブル経営の実践に向けて」を参

照ください。 

以上 

 

 

 

 

【本件の照会先】 静岡県信連 経営企画部（中村・青木） 

TEL：054-284-9654 E-mail：kikaku@skb.or.jp 
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別紙「パーパスを起点としたサステナブル経営体系」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


